
１ 調査の名称

製材品出荷量聞き取り調査

２ 調査の目的

本調査は、産業振興計画林業分野における戦略目標の目標値である製材品出荷量の現状値及び

年間出荷量を推定するための基礎資料を得ることを目的とする。

３ 調査対象の範囲

（１）地域的範囲

高知県全域

（２）属性的範囲

【様式１】国産の原木の使用量が3,000m3/年以上の製材事業体

【様式２】外材の原木を使用する製材事業体

４ 報告を求める個人又は法人その他の団体

（１）数

【様式１】約１５（母集団数：約９５）

【様式２】約４

（２）選定の方法（■全数 □無作為抽出 ■有意抽出）

【様式１】県が実施する木材統計調査の製材事業体のリストから、国産の原木の使用量が

3,000m3/年以上の製材事業体を抽出する

【様式２】県が実施する木材統計調査の外材の原木を使用する製材事業体のリストにより全

数調査を行う

５ 報告を求める事項及びその基準となる期日又は期間

（１）報告を求める事項

【様式１】月別の国産材製材品出荷量

【様式２】月別の外材製材品出荷量

（２）基準となる期日又は期間

四半期（４月～６月、７月～９月、10月～12月、１月～３月）の調査日現在

原則上記期間での調査となるが、調査日は特定できないもののそれ以外にも調査する場合が

ある。

６ 報告を求めるために用いる方法

（１）調査組織

高知県－報告者

木材産業振興課



（２）調査方法（□調査員調査 □郵送調査 □オンライン調査 ■その他（電話））

県が報告者に直接電話での聞き取りにより、報告を求める。

７ 報告を求める期間

（１）調査の周期

四半期

（２）調査の実施期間又は調査票の提出期限

４月～６月は５月中旬、７月～９月は８月中旬、10月～12月は11月中旬、１月～３月は２月

中旬

原則上記期間での調査となるが、調査日は特定できないもののそれ以外にも調査する場合が

ある。


